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サマゴンパからのマナスル　右が山頂
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0
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九
三
年
冬
の
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
南
西
壁

の
後
、
今
度
は
冬
の
K
2
を
や
っ
て
み

よ
う
と
話
が
も
ち
あ
が
っ
た
。

九
六
年
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新

聞
創
刊
五
〇
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
行
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
冠

登
山
で
失
敗
は
出
来
な
い
。
又
、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
で
、
資
金
面
に
お
い
て
も
厳

し
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
時
点

で
K
2
は
先
送
り
す
る
事
と
し
て
、
目

標
の
山
を
、
K
2
と
同
じ
カ
ラ
コ
ル
ム

山
域
に
あ
る
、
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
I
峰
、

ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
H
峰
、
ブ
ロ
ー
ド
・

ピ
ー
ク
の
三
山
に
置
き
換
え
た
。

こ
の
登
山
は
、
出
来
る
だ
け
岳
連
内

か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
し
て
い
る
若

い
会
員
に
参
加
を
促
し
、
経
験
を
積
ん

で
、
さ
ら
に
次
な
る
目
標
に
進
ん
で
も

ら
い
た
い
と
行
っ
た
登
山
で
あ
っ

た。
全
て
が
思
い
描
い
た
様
に
は
行
か
な

か
っ
た
が
、
八
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
頂

き
を
踏
み
、
自
信
を
得
た
隊
員
も
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
か
ら
、
二
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
K
2
の

計
画
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
酸
素
ボ
ン
ベ
の
購
入
や
、
冬
の
バ

ル
ト
ロ
氷
河
は
、
降
雪
と
寒
さ
で
、
ポ

ー
タ
ー
が
途
中
で
逃
げ
出
し
て
し
ま
う

の
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
チ
ャ
ー
タ

ー
を
思
う
と
、
潤
沢
な
資
金
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

日
本
経
済
は
今
も
っ
て
不
景
気
か
ら

脱
出
出
来
て
お
ら
ず
、
な
か
な
か
本
腰

を
入
れ
て
実
行
に
う
つ
す
事
が
出
来
ず

に
い
る
。
し
か
し
、
か
と
言
っ
て
景
気

の
回
復
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
＼
い
つ

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
け
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
頂
上
を
効
率
良
く
陥
す

に
は
、
国
内
で
の
山
行
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
足
繁

く
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
出
掛
け
る
の
か
一

番
の
良
策
と
思
っ
て
い
る
。

岳
連
内
で
、
今
出
来
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
と
考
え
、
目
標
に
向
か
っ
て
八
、
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
峰
、
冬
期
で
あ
る
こ
と
、

資
金
面
で
、
無
酸
素
、
荷
上
げ
の
為
の

シ
ェ
ル
パ
を
使
わ
ず
、
隊
員
の
力
だ
け

で
行
え
る
山
と
し
て
、
八
、
一
五
六
メ
ー

ト
ル
の
マ
ナ
ス
ル
を
選
ん
だ
。

そ
し
て
、
九
三
年
の
サ
ガ
ル
マ
ー
タ

南
西
壁
の
成
功
は
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド

登
山
が
行
え
る
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
秋
に
チ
ョ
ー
・
オ

ユ
ー
を
登
っ
て
、
参
加
隊
員
全
員
が
頂

上
に
立
っ
て
高
度
順
応
を
行
い
、
サ
ガ

ル
マ
ー
タ
の
高
度
へ
と
近
づ
い
た
。

今
回
も
同
じ
く
、
中
国
の
シ
シ
ャ
パ

ン
マ
〈
八
、
〇
二
七
メ
ー
ト
ル
）
で
高
度

順
応
登
山
を
行
い
、
マ
ナ
ス
ル
へ
向
か

う。マ
ナ
ス
ル

総
隊
長

星
野
　
　
光
　
（
轄
馬
岳
連
会
長
）

隊
長名

塚
　
秀
二
　
（
前
橋
山
岳
会
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副
隊
長
　
（
戦
略
）
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Cl～C2の間のアイスフォール帯

◎
佐
藤
　
光
由（

醇
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
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登
撃
隊
長
　
（
輸
送
）

後
藤
　
文
明
　
〈
墳
町
山
の
会
）

隊
員
　
（
輸
送
・
装
備
）

◎
品
川
　
幸
彦〈

群
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

隊
員
　
（
食
料
）

靭
持
　
典
之
　
（
墳
町
山
の
会
）

隊
員
　
（
食
料
）

福
本
　
　
誠
志（

辞
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

隊
員
　
（
装
備
）

田
島
　
崇
行
　
〈
群
馬
登
商
会
）

シ
シ
ャ
パ
ン
マ

総
隊
長

星
野
　
　
光
　
（
醇
馬
岳
連
会
長
）

隊
長名

塚
　
秀
二
　
（
前
橋
山
岳
会
）

副
隊
長

後
藤
　
文
明
　
（
墳
町
山
の
会
〉

隊
員
　
（
食
料
）

○
内
山
　
　
栄
　
（
前
橋
山
岳
会
）

隊
員靭

持
　
典
之
　
（
墳
町
山
の
会
）

隊
員
　
（
装
備
）

○
久
保
田
　
昌
之
　
（
前
橋
山
岳
会
）

隊
員
　
（
輸
送
・
装
備
）

○
星
野
　
龍
史

（
辞
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

隊
員福

本
　
誠
志

（
醇
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

隊
員田

島
　
崇
行
　
（
醇
馬
登
高
会
）

◎
印
は
マ
ナ
ス
ル
の
み

○
印
は
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
の
み
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岳
連
合

遭
難
対
策
部
長

松
　
永
　
幸
　
雄

遭
難
対
策
部
主
催
の
冬
山
合
宿
報
告

会
が
、
轄
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

平
成
十
一
年
一
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
十
年
度
の
冬
山
合
宿
は
十
三
パ

ー
テ
ィ
ー
、
五
十
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
山
域
別
で
は
、
谷
川
岳
一
パ
ー
テ

ィ
ー
、
北
ア
ル
プ
ス
九
パ
ー
テ
ィ
ー
、

八
ヶ
岳
二
パ
ー
テ
ィ
ー
、
日
光
白
根
一

パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。

今
回
の
冬
山
合
宿
検
討
会
で
、
万
一

の
時
の
通
信
手
段
が
大
事
と
い
う
こ
と

で
、
携
帯
電
話
の
使
用
可
能
の
地
域
等

も
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
谷
川

岳
、
常
念
岳
、
剣
岳
等
の
山
頂
よ
り
通

話
可
能
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
岳
連
の
情

◆
剣
岳
小
窓
尾

根
　
C
L
大
山

洋
次
　
6
名
。

○
轄
馬
ミ
ヤ
マ

山
岳
会

◆
剣
岳
小
窓
尾

根
　
C
L
福
本

誠
志
　
2
名
。

○
桐
生
山
岳
会

◆
剣
岳
北
仙
人

尾
根
　
C
L
吉

田
秀
樹
7
名
。

以
上
の
冬
山

合
宿
の
中
で
、

報
と
し
て
整
理

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

各
会
の
山
行

は
次
の
通
り
。

○
沼
田
山
岳
会

◆
谷
川
岳
天
神

尾
根
　
C
L
星

野
芳
寿
3
名
。

◆
常
念
岳
　
C

L
水
野
金
太
郎

3名。
○
太
田
山
岳
会

◆
日
光
白
根
山

C
L
佐
藤
清
治

2名。

◆
前
穂
北
尾
根
　
C
L
寺
田
　
勉4名。

◆
蝶
ケ
岳
　
C
L
新
巻
　
勝
　
3
名
。

○
中
之
条
山
の
会

◆
八
ヶ
岳
赤
岳
　
C
L
小
林
　
勉5名。

○
高
崎
山
岳
会

◆
八
ヶ
岳
阿
弥
陀
岳
　
C
L
田
中
宏
雅

4名。

○
辞
馬
登
高
会

◆
鹿
島
槍
ヶ
岳
　
C
L
森
戸
健
太
郎

5名。

○
伊
勢
崎
山
岳
会

◆
鹿
島
槍
ヶ
岳
　
C
L
若
木
雅
史3名。

○
前
橋
山
岳
会

◆
奥
穂
高
岳
　
C
L
柴
田
好
久
5
名
。

○
墳
町
山
の
会

鹿
島
槍
ヶ
岳
、

醇
馬
登
商
会
の

太
田
山
岳
会
の
前
穂
北

尾
根
は
悪
天
候
の
た
め
途
中
下
山
。
桐

生
山
岳
会
の
北
仙
人
尾
根
は
、
十
二
月

遭
難
救
助
訓
練
報
告

三
月
七
日
妙
義
山
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

に
お
い
て
、
救
助
隊
員
十
六
名
が
参
加

し
て
岩
場
で
の
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
前
2
回
の
訓
練
で
は
、
ザ
イ
ル

を
使
っ
て
の
救
助
方
法
を
理
解
し
て
も

ら
う
の
を
主
眼
に
置
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
落
石
・
傾
斜
・
高
度
差
等
で
よ

り
危
険
な
救
助
を
す
る
と
き
に
、
よ
り

安
全
に
行
動
で
き
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ

た
救
助
方
法
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
隊
員
歴
が
長
い

隊
員
が
上
下
に
付
い
て
、
新
隊
員
が
何

度
も
岩
場
で
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
救
出

訓
練
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
覚
え
る

こ
と
が
多
す
ぎ
て
万
全
の
態
勢
と
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
今
後
ま
す
ま
す
努
力
し

て
レ
ベ
ル
の
高
い
救
助
隊
が
で
き
る
と

確
信
が
持
て
る
訓
練
で
し
た
。

三
十
日
6
名
が

雪
崩
に
巻
き
込

ま
れ
、
S
L
の

平
井
智
則
が
左

膝
を
骨
折
し
、

行
動
不
能
に
な

り

、

一

月

一

日

県
警
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
救
出

さ
れ
、
病
院
に

収
零
さ
れ
ま
し

た
。
残
り
の
メ

ン
バ
ー
は
登
山

を
中
止
し
無
事

下
山
し
ま
し
た
。
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本
年
十
月
下
旬
、

熊
本
県
で
開
催
さ

れ
る
第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会
山
岳

競
技
の
代
表
選
手
選
考
の
た
め
、
左
記

の
要
領
で
予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
会
の
若
い
会
員
の
選
手
出
場
と
、
競

技
役
員
の
競
技
運
営
に
つ
い
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
2
4
日
　
（
土
）

◇
開
会
式
　
〈
水
沢
観
音
駐
車
場
）

集
合
・
受
付
　
九
時
〇
〇
分

◇
縦
走
競
技
〈
水
沢
山
）

水
沢
観
音
－
水
沢
山
－
上
ノ
原

林
道

◇
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
倉
淵
村
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
）

4
月
2
5
日
　
（
日
）

◇
踏
査
競
技
　
〈
榛
名
外
輪
山
）

ヤ
セ
オ
ネ
峠
－
天
目
山
－
天
神

峠

◇
閉
会
式
・
表
彰
式

（
榛
名
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
）

ー
さ
れ
て
出
場
で
き
ま
す
が
、
成
年
女

子
・
少
年
男
子
・
少
年
女
子
の
3
種
別

は
、
七
月
下
旬
、
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ

る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
出
場

権
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
に
限
ら
れ
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
本
大
会
に
送
ら
れ

る
代
表
チ
ー
ム
は
、
成
年
女
子
2
、
少

年
男
子
2
、
少
年
女
子
3
チ
ー
ム
で
す
。

尚
、
総
務
委
員
に
八
木
原
因
明
理
事

長
、
審
判
員
に
木
村
正
巳
委
員
　
（
松
井

田
）
　
と
高
体
連
登
山
部
か
ら
一
名
が
就

任
、
ま
た
、
第
1
回
審
判
員
会
議
は
四

月
十
七
・
十
八
日
　
〈
土
・
目
）
　
小
鹿
野

町
「
小
鹿
荘
」
　
に
て
開
催
さ
れ
、
審
判

員
二
名
が
こ
れ
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
競
技
会
の
日

程
は
つ
ぎ
の
通
り
。

7
月
2
3
日
　
（
金
）

◇
開
会
式
　
（
加
須
市
総
合
体
育
館
）

◇
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
同
右
）

7
月
2
4
日
　
（
土
）

◇
縦
走
競
技
　
（
秩
父
市
武
甲
山
）

7
月
2
5
日
　
（
目
）

◇
踏
査
競
技
　
（
小
鹿
野
町
観
音
山
）

◇
表
彰
式
（
小
鹿
野
文
化
セ
ン
タ
ー
）

「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
　
山
岳
競
技

に
轄
馬
県
チ
ー
ム
が
4
種
別
揃
っ
て
出

場
し
更
に
は
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
、
選
手
の
選
考
と
強

化
に
つ
い
て
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

一
月
三
十
・
三
十
一
日
　
（
土
・
日
）

の
両
日
、
埼
玉
県
小
鹿
野
町
「
小
農
荘
」

に
て
開
催
さ
れ
、
群
馬
か
ら
は
松
田
龍

彦
　
（
前
橋
）
、
木
村
正
巳
　
（
松
井
田
）
、

町
田
幸
男
　
（
太
田
）
　
の
3
委
員
が
競
技

運
営
研
修
に
参
加
し
た
。

神
奈
川
国
体
の
ビ
デ
オ
上
映
の
他
、

神
奈
川
国
体
の
開
催
結
果
、
国
体
新
規

則
、
山
岳
競
技
の
運
営
等
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
た
。
山
岳
競
技
の
在
り
方
や
、

踏
査
競
技
の
廃
止
を
惜
し
む
声
も
聞
か

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
県
で
は
、
審
判
員
の
高
齢
化
が
進

み
先
細
り
の
状
態
な
の
で
、
若
い
会
員

に
は
積
極
的
に
認
定
研
修
に
参
加
し
、

資
格
を
取
得
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
、
山
岳
競
技
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
コ
ー

チ
に
つ
い
て

故
高
田
政
美
氏
　
（
登
高
会
）
　
の
後
任

と
し
て
水
野
金
太
郎
委
員
　
（
白
山
協
国

体
常
任
委
員
、
沼
田
）
が
就
任
し
た
が
、

十
一
年
度
も
引
続
き
推
薦
さ
れ
た
。

（
国
体
委
員
長
　
角
田
二
三
男
）

三
月
の
理
事
会
で
こ
の
件
に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
本
県
開
催
承
諾
を
決
定

し
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
大
会
山
域
と

し
て
谷
川
岳
を
候
補
と
し
て
お
り
、
今

後
地
元
水
上
山
岳
会
、
水
上
町
役
場
等

と
打
ち
合
わ
せ
て
開
催
に
向
け
て
準
備

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
　
「
く
ま
も

と
未
来
国
体
」
〈
第
五
十
四
回
国
民
体
育

大
会
）
　
山
岳
競
技
に
、
種
別
・
成
年
男

子
は
全
都
道
府
県
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

、
平
成
十
年
度
関
東
地
区
審
判
員
研

修
会
に
つ
い
て

全
日
本
登
山
体
育
大
会
は
、
日
山
協

が
主
催
す
る
行
事
で
、
毎
年
全
国
各
県

の
持
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
が
当
番

県
で
、
二
月
二
十
七
日
、
関
東
地
区
山
岳

連
盟
連
絡
協
議
会
の
席
上
、
八
木
原
理

事
長
に
醇
馬
開
催
が
打
診
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て

登
山
道
に
指
導
標
な
ど
を
整
備
し
た
桐

生
工
業
高
校
登
山
部
〈
金
井
正
憲
部
長
、

十
三
名
）
　
と
、
中
之
条
町
上
沢
渡
の
ゆ

け
む
り
郷
和
会
　
（
沢
渡
正
行
会
長
、
十

五
名
）
　
に
二
月
三
日
県
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

桐
生
工
業
高
校
は
昨
年
十
一
月
と
十

二
月
、
桐
生
市
と
勢
多
郡
束
村
の
境
に

あ
る
根
本
山
か
ら
残
馬
山
に
至
る
登
山

道
に
、
道
案
内
と
な
る
指
導
標
九
墓
を

運
搬
し
て
設
置
し
た
。

県
庁
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
、
後
藤

新
商
工
労
働
部
長
は
　
「
重
い
指
導
標
を

背
負
っ
て
登
山
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
。

山
や
地
域
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
活
動
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
　
と
挨
拶
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
・
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
（
八
、
〇

九
一
メ
ー
ト
ル
）
　
の
登
山
口
、
ポ
カ
ラ

に
建
設
中
の
「
国
際
山
岳
博
物
館
」
は
、

岳
連
理
事
長
の
八
木
原
因
明
民
ら
県
内

外
の
登
山
家
に
よ
っ
て
建
設
費
の
募
金

活
動
が
進
め
ら
れ
、
醇
馬
岳
連
な
ど
県

内
団
体
も
募
金
に
応
じ
て
い
る
が
、
財

源
難
で
工
事
が
滞
り
が
ち
。
ネ
パ
ー
ル

は
県
登
山
界
に
ゆ
か
り
が
深
く
、
八
木

原
理
事
長
ら
は
、
山
岳
文
化
の
情
報
発

進
の
手
助
け
を
と
熱
心
に
呼
び
か
け
て

いる。国
際
山
岳
博
物
館
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
の
歴
史
・
記
録
を
始
め
環
境
や
民
俗

等
学
問
的
な
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
総
合

的
な
内
容
の
博
物
館
を
目
指
し
て
い
る
。

総
費
用
四
億
円
を
見
込
み
、
九
五
年
十

月
に
着
工
、
昨
年
九
月
の
開
館
を
目
指

し
た
が
、
工
事
は
全
体
の
4
分
の
1
程

度
し
か
進
捗
し
て
い
な
い
。

八
木
原
氏
は
ネ
パ
ー
ル
山
岳
連
盟
会

長
よ
り
支
援
要
請
を
受
け
、
国
内
六
団

体
か
ら
な
る
連
絡
協
議
会
の
募
金
委
員

会
実
行
委
員
長
に
就
任
、
総
費
用
の
一

割
、
四
千
万
円
を
目
標
に
募
金
活
動
を

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
お
よ
そ
二

千
四
百
万
円
の
募
金
が
集
め
ら
れ
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
の
山
仲
間
た
ち
の
強
い
思
い

を
実
現
し
て
あ
げ
た
い
」
　
と
い
う
願
い

が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
一
層
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

国
内
基
金
窓
口
の
事
務
局
　
（
日
本
山

岳
博
物
館
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
）
は
、

T
E
L
　
0
3
－
3
4
8
1
－
2
3
9

6
、
F
A
X
　
0
3
i
3
4
8
1
－
2

3
9
5
。
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鴫の店　ドライバ臆レストラン

ーj欝機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL。0278°53鵜2053

くらしに緑を　家庭に花を　各種鉢物生産・販売・宅配

′J、弱　国　蕃

利根郡白沢村平出1005

TEL　0278“53－2749　温室　TEL。FAX　0278■53臆3987

襲診「麗二薮I捗「麗鯵錠I霞園
沼田市上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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電話、弱電工事

薮竃灘棚強酸
〒379°2223

佐波郡東相乗小保方252

℡　0270－62°2012

ー◆ ����登雲、、藁這、ベ一機、喜一－　　　灘灘顕躍 ����塞ぎ畢‾ �� � � �∴、＿＿ �j tもi �∴∴∴一一一一∴∴ 　∴一∴∵一 　　冬 滋野鎮痛諒高志、、、言∴∴∴譲 　、、、高雄′ �ト～一事←不一∩ト 

鴻 �� � �� �I寄一　　一一　一　、I　J ������� �� 

魂謙譲襲繋茎 � � � ����������� 、連鎖摺 撥綴綴 �　肇 ミミ �嘉と　薫　－、 ��1 �� � ���������� � 

∴山∴∴ � � ��������������� �鱗 ぎ違 �� � �∴∴∵」鵡∴ 　　∴ 、薫、 �÷　＿ � 

一：：∴∴書∴ ：∴：烹 勝因蕨嶽鱗撥撥 ∴÷∴∴÷ ・ざニー＿、 �∴∴曲譜 、・饗圏醒闘懸 　垂義 一●∵ト「‘ �◆ 毒手まぶ－ミミ裏書裏ミミ 競れ∴ ∴∴∴∴一 1・－ 零鎖 蚤塗薬、 ����→ 上逃率 －－、ミ －餐蟻裁緩 　薄謹婆葵 ��繁 慈 ＿撥 憩 �、－ 強 襲 嘗 ◆ �、∴∴＿ 一一二÷i ま寒選種田崎緩 ：∴ �闘 、∴ミニー∴三 � � ���　薮寧姿幸手 発泡回軽挙発議 鶏 ヽ÷ 町1着すず〇着〇〇〇病℡照ず ．f �く る重な案〇〇〇〇〇〇〇〇は 　醸委 　細 

（存）山とスキーの庸葎　躍
DreamROX

伊勢崎市宮子町1819－1

TEL O270－21－8025

FAX O270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272
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登山隊遠征 
継 �e 

モフバッグ∴パルス �������������慈蒸暑 

譜 �� �� � �� �� 

ヽ∴∴∴∴∴．∴∴ ���� � � � � 

「 �� � � � �∴ �� � ��� � � � � 

個人手配からフルパッケージ・

ツアーまで海外旅行に関するす

べてをお手伝いします

ディスカウント臨空券 

里 �� �露地への 

ト格： �� �蝿 �� � 

トレツ壷、 ��������秦グ 
i＿‾i黙殺∴ �∴＼ �� � � �� 

∴ 寒ミ �∴∴∴∴∴∴∴ �� � �� � � � � 

∴ ��� � � �� �� 

∴ � ��遂 � �� � � � � 

何でもお気軽にご相談ください
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